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第1章　繊維・フィルムの延伸による構造・物性制御
1.　はじめに　　2.　繊維・フィルムの延伸工程
3.　延伸条件と構造および物性　　4.　延伸による構造制御
5.　おわりに
第2章　高分子延伸挙動の精密制御と"その場"解析
第1節　結晶性高分子の延伸における階層構造の変化
1.　はじめに
2.　LLDPEとHDPEの一軸延伸下でのUSAXS,SAXS,WAXSその場観察の結果
3.　まとめ
第2節　超高分子量ポリエチレンの延伸とin-situ X線計測による結晶構造解析
1.　超高分子量ポリエチレンの延伸技術
2.　延伸過程におけるin-situ計測技術
3.　重合パウダー延伸過程におけるin-situ X線計測
4.　溶融延伸過程におけるin-situ X線計測
5.　分子鎖絡み合いモデル
6.　溶融二軸延伸による高性能膜・高機能膜の創製　　7.　まとめ
第3節　高分子延伸過程におけるin-situ NMR測定による動的構造変化の観測
1.　はじめに　　2.　パルスNMR法
3.　In-situパルスNMR計測
4.　UHMW-PE溶融延伸過程における分子鎖絡み合い状態の変化
5.　LLDPE延伸フィルムの伸長／収縮動作におけるタイ分子の状態変化
6.　おわりに
第4節　ポリオレフィン一軸および二軸延伸過程における分光測定
による分子配向挙動と構造解析
1.　緒言　　2.　ラマン散乱測定による分子配向の解析法
3.　ニ軸延伸下における赤外分光測定　　4.　総括
第5節　βポリプロピレンの延伸における構造変化

1.　はじめに　　2.　β晶の構造と生成条件
3.　βポリプロピレンの延伸時の特徴　　4.　まとめ
第6節　フィルムの延伸・緩和過程における高速位相差カメラによる光学特性評価
1.　はじめに　　2．フィルム延伸過程のオンライン位相差計測
3.　非晶性フィルムの延伸過程　　4.　結晶性フィルムの延伸過程
5.　二層高分子フィルムの延伸過程評価　　6.　まとめ
第7節　ポリビニルアルコール繊維の延伸における高次構造変化
1.　はじめに　　2.　PVA繊維の紡糸方式と構造-物性相関
3.　まとめ
第8節　PTFE延伸フィルムの製造技術
1.　ポリテトラフルオロエチレンの延伸　　2.　重合パウダー延伸
3.　溶融延伸　　4.　二軸延伸　　5.　まとめ
第9節　PETフィルムの延伸に伴う高次構造変化の各分析法による解析
1.　はじめに　　2.　延伸による物性への影響

3.　結晶性および結晶配向の確認
4.　非晶部変化の確認　　5.　おわりに
第10節　PET，PENフィルムの一軸，二軸延伸過程における分
子配向と結晶化挙動
1.　はじめに
2.　フィルム延伸過程における応力と複屈折の同時測定
3.　PETフィルムの延伸過程における分子配向と結晶化挙動
4.　PENフィルムの延伸過程における分子配向と結晶化挙動
5.　おわりに
第11節　PET フィルムの一軸、二軸延伸過程におけるIn situ X 線構造解析
1.　はじめに　　2.　逐次二軸延伸過程での構造変化
3.　延伸温度変更時の構造変化　　4.　おわりに
第12節　Infusion現象を利用したPET繊維の常温延伸・繊維構造形成・機能化
1.　はじめに　　2.　PET未延伸繊維のエタノール中バッチ延伸
3.　PET未延伸糸のエタノール中連続延伸　　4.　まとめ
第13節　高分子フィルム材料の延伸と熱的性質との相互関係
1.　はじめに　　2.　ガラス転移と構造緩和
3.　実験方法　　4.　cpデータのモデル計算
5.　延伸とTgのシフト　　6.　おわりに
第14節　ゼロ・ゼロ複屈折ポリマーと固有複屈折の評価方法　～
PMMAフィルムの一軸延伸と配向度解析～
1.　はじめに　　2.　複屈折を発現しないポリマーの設計
3.　ゼロ・ゼロ複屈折ポリマーとその応用　　4.　おわりに
第15節　延伸による非晶性高分子フィルムの力学特性制御
1.　はじめに　　2.　高分子フィルムの延伸と分子配向
3.　高分子材料の脆性－延性転移　　4.　おわりに
第16節　延伸高分子フィルムの湾曲定量解析

1.　はじめに　　2.　曲率半径解析　　3.　表面ひずみの定量解析
4.　湾曲破壊の抑制　　5.　おわりに
第3章　バイオマス・生分解性材料の合成・成形技術と応用展開
第1節　微生物産生ポリエステルから高性能繊維の作製技術開発と構造解析
1.　バイオマスプラスチックと生分解性プラスチック
2.　微生物産生ポリエステル
3.　微生物産生ポリエステルの繊維化 
4.　大型放射光を用いた伸縮性微生物産生ポリエステルフィルムの伸縮機構の解明
5.　おわりに
第2節　押出延伸における分子配向挙動の評価及びポリ乳酸ス
クリューの力学的特性への影響
1.　はじめに　　2.　実験方法
3.　実験結果及び考察　　4.　まとめ
第3節　ポリ乳酸の繊維化におけるステレオコンプレックス晶形成

1.　はじめに
2.　高速紡糸したPLLA/PDLAブレンド繊維の繊維構造
3.　高速紡糸PLLA/PDLAブレンド繊維の昇温過程での結晶構造変化
4.　高光学純度PLLA及びPDLAを用いたSC晶繊維作製の試み
5.　PLLA、PDLA分子鎖の相互拡散係数　　6.　おわりに
第4節　延伸によるポリ乳酸における圧電性の発現
1.　ポリ乳酸の圧電性起源
2.　複雑な高次構造を持つPLLAfilmのマクロな圧電性
3.　PLLAfilmに圧電性を発現させる配向制御
4.　キラル高分子の特徴を活かした配向PLLAfilmと配向PDLAfilmによる見かけ圧電性の向上
5.　おわりに
第5節　ラクチルセグメントをビルディングブロックとした機能性素材の開発と応用
1.　はじめに　　2.　ラクチルセグメント
3.　ラクチルセグメント結合体・共結合体
4.　ステレオブロックラクチルセグメント結合体
5.　交互ステレオブロック結合体の熱的性質
6.　交互ステレオブロック結合体溶融紡糸繊維の性質
7.　おわりに
第6節　ポリグリコール酸繊維の製造条件と構造・物性の関係
1.　はじめに　　2.　PGAの特性と用途
3.　PGA繊維の製造条件と構造・物性　　4.　おわりに
第7節　Poly(ethylene 2,5-furandicarboxylate)(PEF)の特性と結晶化挙動
1.　バイオプラスチックの概況 - PEFの位置づけ -
2.　PEFの特性と結晶構造の関係　　3. まとめ
第8節　バイオエンジニアリングプラスチックDURABIO光学フィルムの開発
1.　はじめに　　2.　DURABIOの製造方法
3.　DURABIOの材料特性と用途　　4.　DURABIO光学フィルムの特性

5.　DURABIOの加工性　　6.　おわりに
第9節　ミノムシ糸延伸過程の構造変化と高タフネス発現機構
1.　はじめに　　2.　力学特性　　3.　階層構造
4.　延伸によるシルクの構造変化　　5.　おわりに
第4章　延伸の工業応用
第1節　延伸フィルムの構造・物性制御と挙動解析のポイント
1.　はじめに　　2.　二軸延伸成形
第2節　ポリプロピレンの延伸における結晶化メカニズム
1.　はじめに
2.　溶融延伸による結晶化と造核剤の作用との違い
3.　現実の成形加工における PP の結晶化挙動
4.　結晶化モデルを構築に向けた PP の基礎情報
5.　流動結晶化モデル
第3節　PEの逐次二軸延伸における延伸条件設定

1.　緒言　　2.　BOPE用逐次二軸延伸装置　　3.　まとめ
第4節　低立体規則性ポリプロピレンを用いたPP繊維・不織布の成形性と物性
1.　はじめに
2.　低立体規則性ポリプロピレンを用いたポリプロピレン繊維の高速溶融紡糸性改良
3.　低立体規則性ポリプロピレンを用いた細糸・高強度・柔軟不織布の開発
4.　まとめ
第5節　ETFEフィルムの延伸成形と延伸挙動および構造解析
1.　はじめに　　2.　ETFEフィルムの応力－ひずみ関係と降伏
3.　弾塑性構成式　　4.　ETFEフィルムの弾塑性解析
5.　ETFEフィルムを用いた円形平面膜の加圧実験による検証
6.　繰返荷重を受けるエアクッション（ETFEフィルム）の挙動
7.　2軸応力（1：1）の繰返しに対するETFEフィルムの挙動
8.　まとめ
第6節　高複屈折PETフィルムの成形・量産技術と応用
1.　はじめに　　2.　光学設計　　3.　成形加工技術
4.　偏光子保護フィルムへの応用　　5.　おわりに
第7節　ポリエチレンナフタレート(PEN)フィルムの延伸による物性・特性制御
1.　はじめに　　2.　PEN樹脂の特性と延伸プロセスにおける構造形成
3.　延伸によるPENフィルムの物性・特性制御
4.　PENフィルムの特性　　5.　おわりに
第8節　光学フィルムの延伸による分子配向・光学特性制御と解析技術
1.　はじめに　　2.　位相差フィルムの特徴
3.　位相差フィルムの製造方法　　4.　まとめと今後の展開
第9節　フルオレンポリエステルの延伸による複屈折の評価及び制御
1.　はじめに　　2.　フルオレンポリエステルについて
3.　フルオレンポリエステルの延伸による複屈折の評価及び制御
4.　まとめ

第10節　紡糸延伸装置と延伸条件の設定
1.　はじめに　　2.　紡糸延伸装置の推移
3.　延伸条件の設定と延伸設備について
4.　最後に（最新の延伸設備）
第11節　フィルム延伸装置と延伸条件の設定
1.　逐次二軸延伸法　　2.　同時二軸延伸法　　3.　オーブンの特徴
第12節　PETボトルの延伸ブロー成形
1.　PET樹脂について　　2.　PETボトルの成形工程
3.　PETボトルの延伸ブロー成形　　4.　PETボトルの種類と成形方法の違い
5.　最近のPETボトルの技術課題
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